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リレー記事 No.106

地球温暖化についておさらい

先日、薪ストーブを使っている知人が、『人から温暖化を進めていると言われる』と笑

って話されました。そうか、地球温暖化について、みんな知っているようで知らないこ

とや誤解していることがあるのだなぁ、と、ハタと気づきました。なので、今回は、少

しおさらいをしたいと思います。

⽊を燃やすことは温暖化の原因になる︖

木は光合成によって大気中のCo2から炭素
(C)を取り込んで成⻑します。そのため、
木を燃やしても、ためこんだCがCo2にな
って大気中に戻るだけで、プラスマイナ
スゼロ（カーボンニュートラル）とカウ
ントされます。

温暖化は、地中にある化⽯燃料を燃やす
ことで発生したCo2が、最大の原因だと言
われています。

あとどのくらいCo2を出しても⼤丈夫︖

パリ協定では、人への影響を考慮して、産
業革命のころの平均気温を基準として2℃
までに抑えることを目標として合意されて
います。

現在は、その基準から、およそ0.85℃上
昇しています。これをCo2に換算すると、
2℃上昇をもたらすCo2総排出量の２/３を
排出していて、残りの１/３を化⽯燃料で
排出するのに、このままでは、あと30年
で到達する⾒込みだそうです。

今後、どんなに温暖化対策をとっても気温上昇は避けられないといわれています。そのた

め、温室効果ガスを減らす『緩和策』だけではなく、温暖化による悪影響に備える『適応策』
の両方をバランスよく行うことが必要となっています。人任せではなく自分はどうするのか、

それぞれが適応策を考えることが大切な時代になってきたようです。

≪ひらっち≫

産業革命前

いままで排出した分
約2兆トン

残り

約1兆トン

既に排出した分

2℃上昇をもたらす
CO2総排出量

約3兆トン

日本では温暖化で
台風が大型化したり
洪水が増えると
言われています。



平成30年度よりエコけんの「賛助会員」さんの会費を変更します。

こ れ ま で ： ひとり年額 3,000円

Ｈ３０年度以降 ： 年額一口 1,000円

これからもより多くの皆さんにエコけんの活動を知っていただき支えていただけたらと考え

ています。会費は一口以上、何口でも結構です。ご支援の程、よろしくお願いします。

新規入会をご検討下さる方は、どうぞお気軽にお問合せください。

℡ 092-944-6450
E-mail ecoken@npo-ecoken.sakura.ne.jp

賛助会員会費の変更について

塗り替えが無事終わりました。それぞれに素晴らしい出来栄えです。お近くにお超し

の際は、ぜひ、見に来てください。

「ぬりつなぎ計画」終了しました

楽しくエコが学べる「とんてん教室」予定

平成30年度のとんてん教室の予定です。ご参加お待ちしています。

場所︓エコロの森 再⽣・展示棟 （古賀市莚打1970－1）
申込︓ＮＰＯ法⼈エコけん 092-44-6450

■それぞれ実施日の前月１日より予約受付開始
■託児はありません。

簡単！カワイイ！

消しゴムハンコ作り♪

６月８日○⾦
10︓30〜12︓00

使い残しの消しゴムで作って
押して楽しもう

参加費︓２００円

家電の電力調査体験

7月13日○⾦ 10︓30〜12︓00

機器を使って使⽤電⼒を
目で⾒て体感

省エネのコツを知ろう

参加費無料

モダンしめ縄作り

12月7日○⾦ 10︓00〜12︓00

お米と環境の繋がりを知り
新年に向けてオリジナル

のしめ縄を作ろう

参加費︓５００円

水引きで楽しもう

11月16日○⾦ 10︓00〜12︓00

結び方の基本から身近なものを
使った応⽤まで

廃材にちょっとプラスを提案

参加費︓４００円

中央公⺠館 別棟

こがめルーム（図書館横）

久保石原（東田）アンダーパス

古賀中学校北⻄アンダーパス



未来を創ろうインタビュー
Ｎｏ.５9 社会福祉法人JOY明日への息吹

障害福祉サービス事業所JOY倶楽部アート部門アトリエブラヴォ 松尾 さち 氏

「ぬりつなぎ計画」の壁画制作でお世話になったアトリエブラヴォ（以下アトブラ）の

松尾さちさんにお話を伺いました。アトブラは、障害福祉サービス事業所JOY倶楽部のアー

ト部門であり13人からなる作家集団です。もともと美術教育に携わっておられた松尾さん

が事業所でメンバーさんの支援をされるようになったきっかけは、ご近所さんの気軽な「行

ってみない？」というお誘いだったそうです。「それまで障害福祉は全く身近では無かった

のだけど、彼らとつきあってみると、彼らには全く嘘が無いから、自分も『地』のままで

いることができて楽なのよ。」と笑っておられました。

Q. 未来のために、今、何が重要だと考えですか

A. 想像⼒
身の回りのことや自分以外の人のことについ
て想像できる⼒が⼤切。

Q. そのためにご自身が暮らしの中で心がけてい
ることがあれば聞かせてください。

A. 生活の中での小さなことの積み重ね。
まわりに社会的活動をしている人がいるのに
今は自分にゆとりが無くて⼿伝いに⾏けない
ジレンマがある。今はできていないけれど、
⼿伝えるようになったらいいなと思う。

未来を創る私の思い

多くの人に障がいのある人を知ってもらいたい！

出てきます。 会いに来て。

松尾さん曰く、障がいのある人の存在そのものが社会の人の想像力をかき立てるのだそ

うです。だからできるだけ彼らを連れ出して、多くの人に見てもらいたい､知ってもらいた

いと言われます。「人には違いがたくさんあるのは当たり前。例えば好きなアイドルが 一

緒だ！と同じところを知って違いが認め合えるようになったらいいなと思います。」

『違いを認めあおう』とよく耳にしますが、なかなか簡単にできることではありません。

しかし確かに『同じところを見つけることで違いが許せるようになる』とは、説得力ある

発想です。互いの接点から生まれた想像力が自分以外への理解を可能にし、共生の社会へ

と私たちを誘うのかもしれません。
≪Ｓ≫

※初の画集『BRAVO!ARTともに、ともに。』の発売記念作品展が開催されます。
2018年1⽉16⽇(⽕)〜1⽉28⽇(⽔) ひよこギャラリー天神



インドネシアから九州大学に留学中のトミーさんに話を伺い

ました。九州大学を選んだ理由は、『バンドン工科大学の先

生の勧め』と、１週間ほど研修に来た際に、『日本人、特に福

岡人気質の温かさと深夜でも安全なこと』だったそうです。

３年間住んでみて、福岡市はごみの４分別があり、市民自

身が分けて出していることにとても感心されています。バンド

ンでは、市民が分別するとは考えられないそうです。ただ、

発展するに伴って、増えるごみ山の問題も出てきており、困っ

ているとのこと。最近では、レジ袋が有料化されており、リサ

イクルが注目されてきているそうです。

Q. 未来のために、今、何が重要だと
お考えですか

A.自分のことに責任をもって社会に
貢献すること

Q. そのためにご自身が暮らしの中で
心がけていることがあれば聞かせ
てください。

A. ルールを守ること

未来を創る私の思い

I will do more cdclino.
自転車で移動する

トミーさんは1年半くらい前より、体を鍛えるのを兼ねてサイクリングを始めたそうで、今回、

住まいの元岡から古賀まで２時間半かけて自転車で来てくれました。CO2削減にもなり季節の

移り変わりを直に感じ、いつでも好きなところに行けるので、今後も続けていくそうです。

日本での生活を充実させつつ、自分の考えをしっかりもって、目標に向かって邁進している

トミーさんは、きっと母国に帰って日本との橋渡しをしてくれると思いました。

《Ｍｓ．Ｗ》

未来を創ろうインタビュー
Ｎｏ.60 九州大学工学府 地球資源システム工学 博士過程2年

Tomy Alvin Rivai トミー・アルビン・リバイ 氏
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「しろくまカフェ」にいらっしゃ〜い︕
みなさんからの寄付で学校に出向き、

体験型環境教室を行う『しろくまプロ

ジェクト』の報告、そして参加者が楽

しい気持ちになる『しろくまカフェ』

を開催します。

当初の予定通り『しろくまプロフェク

ト』は、5年目の今年で最後となります。

もちろん、学校での体験型環境教室は、

今後も『しろくま教室』として続けてい

きます。

当日は「ハッピーすごろく」も致しますので、お時間の許す方は、ぜひ、いらしてくださ

い。お待ちしています。

※残念ながら⾷べ物持ち込み不可です。飲み物は、ペットボトルか⽔筒でお持ちください。

２月１８日 ○日 １３：３０～１５：００

リーパスプラザ古賀 103号

４月１６日○月

参加者募集

スケジュール（予定）

9:00 集合（古賀駅ニビシ側）
10:00 ①唐⼾市場︓⾃由散策

昼⾷︓各⾃⾃由
13:00 ②門司港レトロ地区

︓みんなで散策
16:00 解散（古賀駅ニビシ側）

①唐戸市場巡り
鮮魚だけでなく、農産物販売コーナーもあります。
昼⾷は⾃由になります。お寿司がオススメですよ。

※保冷バック等は、ご持参ください。

②門司港レトロを満喫
ボランティアガイドさんによる門司港レトロ地区
案内です。約2時間で1.6㎞歩きます。
・旧三井倶楽部 ・バナナの叩売り発祥の地
・関門海峡ミュージアム など

参加無料

定員：15名

前年度のしろくまカフェ 会員のみなさんと

エコけん研修に、ご一緒しませんか。
社協のチャリティ号を
借ります。


